
【災害時に関する対応について】

静岡田町幼椎園
地震や火災・自然災害などの場合、下記のように対応しますので、ご承知下.さい。

①壁霊室生に⊇旦三

〇　調査情報一〇一様子を見守るために出される。

o　注意情報一地震の前兆現象が起きている可能性が高い時に出される。

o　予知情報一発生する恐れのある時に出される。

調査情報 �注意情報 �予知情報 �震災発生 

園 児 �登 �保 護 者 の �〃通常通り登園i �〃覚卸した場合、幼 議団あるいは自宅 �・幼稚園あるいは自 �.・安全な場所へ避難す る。 〃自主陳の指示に従 

のいずれか近い方 
で待機する。 �宅待機し:保護者の 

送 ��・覚知できなかった �’管理下とする。 

園 �迎 バ ス ��場合、登園し待機す ��う。 
時、 ��する。 �る。 

・バスを止め、周と理路をとる。 ��〃安全な場所で揺れの 

登 ��・運転手〃乗務員の �判断により登園する。 �収まるのを待つ。 
園 ��(保護者に引き渡す場合もあり) ��・園と連絡を取る。 

在 国 � �・保育活動を継続 する。 �〇回に留め置きし、保護者の引き取りを待 ��"安全な場所へ避難誘 導する。 〇回周辺の被害状況を 

の 対 応 �_時 ��・情報収集に努め �つ。(安全な場所で待機) ��把握し、安全確認の 
る。 ���上、保護者に引き渡 ’す。 

降. �徒 歩 降 �・通常通り隆国 する。 �"覚知.した場合、幼 稚園あるいは自宅 �〃幼椎園あるいは自 �"安全な場所へ避難す 

のいずれか近い方 ��る。 
で待機する。 �宅待機し、保護者の �"園と連絡を取る。 

園 ��・覚知できなかった 場合、国よりノ連絡す �管理下とする。 �〃自主防の指示に従 

固 持 ���る。 ��つo 

′〈 ��"バスを止め、園と 連絡をとる。 �・バスを止め、園と �・安全な場所で揺れの 
ス ��・安全確認をし、運 �連絡をとる 
降 ��転手〃乗務員の判断 �　　○ ○安全確認を・し、 �収まるのを待つ。 
国 ��により送迎・待機す る。 �原則園に戻る �。園と連絡を取る。 

◎地震予知情報 ���が出た時は、出来るだけ早くお迎えを ��お願いします。 � 

田町地区一次避難地一語同市立田町小学校"田町公国"田町緑地スポーツ広場

田町地区避難所一帯同市立田町小学校・西部生涯学習センター

※情報収集に努め・地域自主防災の指示を受ける。

(園外に避難する場合は、避難場所を正門に明記して行く)



◎　国醐瞳
●揺れを感じたら直ちに園児を集め、揺れの収まるのを待ち、速やかに安全な場所に避難する。

・人数確認をする。

・発生時、園の近くの場合は帰国する。

・遠い場合は近隣の学校や公共機関など大きな建物に避難する。

・園に連絡をする。必要な場合は、応援を要請する。

【災害備蓄晶】

毛布・簡易トイレ"非常食・飲料水"テント・・救急用医薬品一自家発電機　他

②火災発生について

・放送〃鍾・口頭等で避難することを知らせ、消防署(119番)へ通報する。

・園児は防災頭巾を被り園庭に避難する。

・園庭の安全な場所にクラスごとに並び、人数確認をし、園長に報告する。

・非常持ち出し袋・非常持ち出し品を持ち出す。

・保護者の迎えを待ち、引き渡す。

・状況により国外に避難する。

・国から離れる場合は、迎えに来る保護者に所在を明らかにするために、避難場所が

分かるように正門に掲示する。

③妾全計画について　　※毎月地震・火災の遭難訓練を行う。

月 �安全 �教育 �安全管理 
生活。交通安全 �災害安全 

4 �"園内の安全な生活の仕方 �・新しい避難経路を知る。 �"安全点検表の作成 
・登隆国の仕方 ��“国内外の環境の点検、整備 

・遊び場や固定遊具の使い方 �"鎧の音を知る。　　(地霊) �"保育室の遊具、用具の点検、 

〃安全な登降園の仕方 ��整備 

5 �・園内の安全な生活の仕方 t生活や遊びの中で必要な遊具 や用具の使い方 �"非常用滑り台の使い方を知 る。・ �"園外保育等の目的地の下見、 ・通園バスの乗り降りの仕方や ち方の約束 〃道路の安全な歩き方 �・落ち着いて行動する 　　(近隣の火災) �安全確認 

6 �・雨の目の安全な生活の仕方 �・避難線路を確認する。 �"室内での安全な遊び場づくり 
・廊下、室内での注意 ��の工夫 

〃水遊びのきまりや約束 �〃避難の仕方を知る。’(地震) �・水遊びの遊具、用具の安全点 

・雨の・目の安全な歩行の仕方 ��検 

7〃8 �〃水遊びのきまりや約束 �・鐘の音を聞き素早く集まる。 "防災頭巾のかぶり方を知る。, 　(園内火災) �〃園舎内外の施設、設備の見回 ーり ・保育室内外の清掃・ 
・夏期保育中の安全で楽しい生. 

の仕方 
“交通安全の約束の再確認 ��"遊具、用具の安全点検 



9 �“生活のリズムを整え、楽しく安 全な生活の仕方 �・保護者と引き渡しの確認を行 い、教師の話を聞いて安全に 帰宅する。(引き渡し訓読) �・遊具、用具、道具の安全指導 "集団で行動する時の約束 〃園外保育での交通安全 ��の再確認 

10 �・集団で行動する時の約束 "様々な遊具の安全な使い方、 �・不審者が園庭に侵入した場合の �"戸外での遊び、遊び場での幼 
び方 "バスの中の安全な過ごし方 �避難の仕方を知る。(不審者) �児の動きの把握 

11 �:様々な遊具や用具の安全な侵し �・真剣に取り組む。 �〃園外保育での安全確認や道路 
方、片づけ方 ・集団で行動する.時の約束 。交通ルールに自分から気を付i �・落ち着いて避難する。 

・屋上への避難の仕方を知る。 �の歩き方等の体験的指導 

る。 �(地震.津波発生) 

12 �"冬の健康な遊び方、安全な行動 の仕方 ・暖房器具の危険性と安全な使用 に関する約束 〃様々な状況、場面での交通ル ル �"異常事態に気付き行動する。 "鐘の音に気付き、異常事態を知 り集まる。(火災安倍川へ避難) �・暖房施設の点検、安全指導 

1 �〇回生活に必要な約束や決まりに �〃経験を生かし、落ち着いて行動 �〃戸外遊びの声かけ 
自分から気付き、守る。 �する。 

・室内にこもらず戸外で活動 �〃教師の指示に従い、落ち着いて �-,暖房の温度、室内換気 

“自分の耳と目で確かめる習慣 �避難する。　　　(突然地震) 

2.3 �t身の回りの安全に自ら気付き、 判断し行動する。 ・異年齢の交流場面での安全に �〃避難の仕方を考えて行動する。 置教師の指示に従い、落ち着いて 避難する。(突然園内火災) �・一年間の安全点検の評価反省 
関する約束 ・交通安全のため、自分で判断 して行動する。・ ��.・次年度への再編成 

※田町幼稚園は、安倍川-の河口からの距離は、 4, 5 Km、海抜2 2mに位置しています。

④悪天候時(台風)の登降目について

・台風接近で「暴風警報」と「大雨善報」の2つが同時に発令され、

また「特別善報」が発令された場合は、豊里雲量土工、。ユタ二捜バスの墓塑曝

書宣旦幸せ名工臆　　(朝7時の時点)

(田町幼稚園は静岡市南部地区になります)

保護者の送り迎えとし、お弁当を持参して登園して下さい。延長保育は行います。

充分注意して、安全を第〇に考えて登園して下さい。

・保育中、 i悪天候により保育を早めて終了する場合は、メール配信にて連絡します。

早めのお迎えをお願いします。　　　　　　　　　　　　♂


